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平成 19年 10月 10日 に彙段から受けた鋭明に基づき、算出した母数のも
ととなる名簿 (平成19年 10月 1日現在)

※管理監督者も、労働基準法上は母数に含める必要があるので、その中を合
めております。
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平成 19年 10月 10日 付け 「回答文」及び同月 11日 付けの 「提索書」で申
しました、政職員の所属を基準として郷出した母数のもととなる名簿 〈平成 1
9年 10月 1日現在)



1': 13,9 F:2,         1 11′
` 1`

枚彙く平成19年 10月 1日 現在)

番 号 氏 名 フリガナ 部島名 備考 1 備考2
東 明彦 アス・マアキL● 豊塁言語研究センター 贅面地区
看黒 J イシク・●ノフ・ 世界言語研彙 ン/2・― 箋面地 区 旦姓使用者 (車木)
今泉 丼人 イマイス

・
ミヒテ
・
ト 麟界言語研費 ンター 贅面地 区

`

今回 良旱 イマオカリヨウコ 世界言語研究センター 実面地区
S 大上 正直 オオウエマサナオ 世界書語研究センター =面 地区
6 大 藩 圭 オオサつタカシ 世界言語研究センター 質面地区
7 回本 久姜手 オカモトクミコ 世界言語研究センター 贄面地区
8 岡ネ 真理 オカモトマリ 世界書鱚研究セ塑 = 質面地区
9 小野田 求 オンタ・モトム

―

士ンター 菫面地区
10 勝口 茂 カッタ

・
シケ・ル 世界言誨研究センター 箕面地区

11 加藤 昌彦 カトウアツヒコ 量塁宣語研究センター

“

面地区
12 河野 影 コウノアキラ 世界言語研究センター 簿面地区
13 旺 敏夫 ヨ=シ トシオ 世界言語研究センター 舞面地区
小森 淳子 コモリシ・ュンコ 世昇書諮研究センター 贅口地区
嘔日 勝彦 シオタカツヒコ 豊界言語研究センター 箕固地区
塩谷 茂樹 ンオタ=シケ・キ 世界言語研究センター 賞面地区

17 清水 育男 シミス
・
イクオ 世界言語研究センター 箕面地区

清水 政明 シミス・マリアキ 世界貴語研究センター 雪同地区
新谷 俊裕 シンタニトシヒロ 堕 語研究センター 聾口地区

20 高階 美行 タカシナヨシユキ 墜 語研究センター 贅面地区
2' 高橋 明 タカハシアキラ J世界言語研究センター =面 地区
22 嵩編 姜菫キ タカハシミエコ 世界言語研究センター 目面地区
23 竹田 新 タケタ シン 量墨菫語研究センター 彗巨地区
24 竹療 斯 タケハラシン 世界首語研究センター =面 地区
25 圧 景子 タケムラケイコ 世界言目研究センター 箕面地区
21 日墨 欧 タナヘ・ウタ 世界音語研究センター 舞面地区
●
４ 張

“

饉 チエンスクイー 世界豊鵬研究センター 螢 口 m瞑

箇丼 佐代 ツツイサヨ 世界言歴研究センター =コ 地区
29 富日 は次 トミタケンシ・ 世界言語研究センタ

“

面地区
左日 轟L トモタ シユンツ・ウ 世界言語研究センター =面 地区

01 晏崎 広キ ナカリキヒロコ 世界言語研究センター =面 地区 旦姓使用者く小林〉
02 中島 久 ナカシ

・マヒサシ 世界言語研究センター 気面地区
う
０ 中崎 薔輝 ナカシマョシテル L塁言語研究センター 質固地区
０
● 中ホ 番 ナカモトカオリ ヽ界言語研究センター 螂
351西詢 美樹 ニシオカミキ 世界言語研究センター 簿面地区
3● 野村 泰幸 ノム■ヤスュキ 世界言語研究センター 舞面地区
3, 畑E螢 結 ハタタ・ミオ 世界言語研究センター 箕面地区 I曰姓使用者 (石口)
原 真由子 ハフマユコ 世界言語研究センター =面 地区

00 坂東 熙啓 ハ
・
ント
・
ウ‐●リレヒ自 曇昇言語研究センター 箕宙地 区

40 平 口 菫趣子 ヒラタエツコ 世界言語研究センター 雷面地区
41 福原 _F嗜 フク′ヽラノフ・ヨシ

―

センター 贅面地区
42 襲 ■ 害 フシ・イシヨウコ 世界言語研究センター 箕面地区
43 藤蒙 澤昭 フシ・イエヒロ7キ 世界言語研究センター 箕菌地区
44 臨元 優■ フシ・モトュウコ 世界言語研究センター 籠面地区
45 藤原 克集 フシ

‐
ワラカツミ 世界言諾研究センター 驚面地区

′
● 吉谷 大輔 フ,レヤタ・イスケ 世界書整研究センター 箕面地区
47 堀川 曽也 ホリカワトモヤ 世界言語研究センター 饉口地区

“

B 員蝠 洒子 マシマシ・ユンコ 曇界言語研究センター 雪 面

“

α
49 松醐 光 マツムラタカミツ 世界言語研究センター =面 地区
30 松本 健 こ マツモトケンシ・ 世界言語研究センター 質面地区
豊富 健策 マミヤケンサク 世界言語研究セン●― 箕面地区
521,

"田

 みどり ミナミタ・ミト・リ 世界言露研究センター

“

童地区



番 号 氏 名 フリガナ _ 部局名 備考 1 は 2
53 MIYAMOTO MARASRI ミヤモトマうシー 世界言語研究センター 貫面地区
村上 J良 ムラカミタタ

・ヨシ 世界t籠 研究センター 箕面地区 旦姓使用者〈大橋)
5[ 昼瀬 ●司 ムラセユウシ 世界言語研究センター 箕面地区
村山 健三 ムラヤマ ケンシ・ 世界言語研究センター 箕面地区
首理 纂 罰 モモセ リョウシ・ 世界言語研究センター 実口地区
ul根 聡 ヤマネツウ 世界言語研究センター 策面地 区
吉村 大樹 ヨシムラ タイキ 世界言語研究センター 贅面地 区

60 依田 純和 ヨリタスミカス・ 置界言語研究センター 質面地 区

早稲田 みか ワセタ
｀
ミカ 世界言語研究センター 質固地区 1日競 月 著 (か 口 )

62 今井 忍 イマイシノフ
・

日本語日本文化救青センター 箕固地 区
岩丼 康鑢 イワイヤスオ 日本語日本文イヒ教宙センター 箕面地区

04 奥西 崚介 オクニシシユンスケ 日本語日本文化教書センター 箕面地区
角遭 正佳 カクト・ウマサヨシ EI本語日本文イヒ教育センター 翼IE地区
加藤 埼 カトウヒトシ 旦基語日本文化教宙センター 贅固地区

67 岸日 泰着 キシタ・ヤスヒロ 日本語日本文化散書センター =薔 地区
03 =2治 昌比呂 コ・ノシ・マサヒロ 日本語日本文化散吉センター 質面地区
佐野 方部 サノマサフミ 日本語日本文化教育センター 贅面地 区

70 柴日 芳成 シ′ヾタヨシナリ 日本語日本文化教書センター =面 地区
71 嶋本 隆光 シマモh斑カミツ 日本語 日本文{ヒ数管センター 箕面地区
嘔笥 盲子 シヨウシ・イクコ 日本語日本文化散青センター 箕面地区
曰■ 四H3 タナカシロウ 日本語日本文イヒ教育センター 箕南地区
薦 着行 ツタキヨユキ 日本語日本文イヒ輩奮ヤシ●― 贅薗地区

75 中日 ―志 ナカタヒトシ 旦杢語日本文化散冑センター 箕面地区
平尾 得チ ヒラオトクコ 自参饉日本文化教育センター =面 地区
7KB_明 昴 ミス・タアキオ 日本語日本文イじ散青センター =菌 地区
山菫 昭キ ヤマカケ アキコ 日本語日本文イL教☆センター =面 地区

,0 山

"1大
ヤマカワフトシ 日本語日本文化磯警センター =面 地区

軽 雄 ヤマモトススム 日本語日本文

`し

教育センター 舞面地区
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職員て平成19年 lo月 1日 現在)

氏名 フリガナ 部局名 備考
赤松 壺 手 アカマツケイコ 外国皓学部   _ 箕面地区
2 樫国 裕子 ウメタ

・ヒロコ 外国語学部 策面地区
3 菫療  豊 工′ヽ・ラユタカ

―

摯 箕面地区
4 奥 山 行 高 オクヤマユキタカ 世界言悟研究センター 箕面地区
| 梶浦 聡 カシ・ウラサトシ 」L=E畳JJttL_ 箕蘭地区
6 岸 田 総 行 キシタ・ヒ●ュキ

―

究センター 箕面地区
フ 木藪 糞世 キヤフ ヒテ・ヨ 世界言膠研究センター 箕面地区
8 洒 姜 理 サカイサトル

―

箕面地区
9 二 宮 徹 也 サンノミヤテツヤ 世界言略研究センター 箕園地自
10 未 竹 一 日 スエタケカス

・エ 外国語学部    _ 箕面地区
内藤 雅 志 ナイトウマサシ ¨ 究センター 箕固地区
中平 均 ナカヒラヒトシ

―

箕面地区
中山 友姜 ナカヤマトモミ 外国語学部 箕面地区

14 額 日 稔 スカタ・サトル 外国籠学部 箕固地区
15 原自 幸祐 ハラタ コウスケ 蝉 部 箕面地区
16 針田 稔 ハリタミノリレ 外国悟学部 箕面地区
17 平 井 修 ニ ヒライシユウシ

‐
外国語学部 箕面地区

18 藤 高 =買 フシタカミツヒロ 雌 語研究センター =面地区
10 上 雅彦 ムラカミマサヒコ :面地 区
20 村瀬 精― ムラセセイイチ 箕面地区
21 森田 綾子 モリタアヤコ 箕面地区
22 柳本 和 良 ヤナキヽ トカス・ョシ ¨ 究センター 箕面地区
23 山時 有 佐 ヤマサキアリサ 外国略学部 質面地区
24 山田 裕彦 ヤマタ・ヒロヒコ 外国語学部 翼面地区
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非常動職員(平成19年 10月 1日


